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共に歩もう 笑顔をとりもどす 子ども達の明るい未来を！

ミュージックフェスタ２０２４
令和 6年 2月3日（土）13：30～　『さわやかちば県民プラザ』ホール

プログラム

1 ひまわり太鼓の会
（柏第八小 PTA）

５年ぶりに発表す
る場を作っていた
だき、本当にあり
がとうございま
す。思いきり演奏
できました。

プログラム

2 中原中学校区PTA合唱サークル
（中原中・豊小・中原小 PTA）

ミュージックフェ
スタ初参加のメン
バーも多く緊張し
ましたが楽しく歌
いました。他の
チームの演奏も素
晴らしく、今後の
励みになります。

プログラム

3 柏中PTAコーラス コールフロイデ
（柏中 PTA）

この日のために練
習し、無事12人で
歌うことができて
幸せです。世の中
に平和な日々がま
た訪れますよう、
祈りを込めて…

プログラム

4 増尾西小PTAコーラス部
（増尾西小 PTA）

またこのステージ
に立てたことに感
謝です。この仲間
で活動できる喜び
をかみしめて心を
込めて歌わせてい
ただきました。

プログラム

5 メガネハッツ
（土南部小 PTA）

スタッフのみなさ
ん、今日もありが
とうございまし
た。コロナによっ
て、切れた音楽を
通したつながり
が、これを機会に
戻ってほしいな。

特別
ゲスト 南川朱生

（プロ鍵盤ハーモニカ奏者）

日本の鍵盤ハーモニカ奏者・研究家・
鍵盤笛奏者。鍵盤ハーモニカの「両
手弾き」奏法による音楽シーンを代
表する一人である。レパートリーは
ポルカ・ミュゼット・ワルツ等、ヨー
ロッパ音楽中心。楽器を縦に構え両
手で演奏する両手弾きのスタイル（両
手縦弾き。左手逆手）と超絶速弾弾
きテクニックで観客を魅了している。
TBS安住紳一郎「日曜天国」出演

5年ぶり
の開催！
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●柏市ＰＴＡ連絡協議会　バレ－ボ－ル大会 予選　7月26日・27日（金・土）／決勝　8月2日（金）　柏市中央体育館
東葛大会（野田市主催）
県大会　10月24日（木）我孫子市　市民体育館

８月23日・24日（金・土）●日本 PTA全国研究大会（川崎大会） 

10月16日（水）アミュゼ柏・クリスタルホール●柏市 PTA研究協議会

11月16日（土）●千葉県 PTA研究大会（市原大会） 

令和７年２月予定●ミュ－ジックフェスタ2025

７月・令和７年３月予定●柏市小・中PTA会長・副会長研修会（年2回） 

令和7年1月　沼南庁舎　予定●「みんなの子育て広場」研修会 

5月23日（木）ハート柏迎賓館●柏市ＰＴＡ連絡協議会　定期総会

※予定は変更になる
場合がございます。

令和6年度
主な行事予定

　柏市沼南庁舎5階大会議室にて教育委員会生涯学習課と共催で家庭教育支援事業研修会を開催しました。生涯学習課岩渕アドバイザーによる

今年度の「みんなの子育て広場」活動報告では、給食試食会や命の授業、就学時健診での教科書等の展示など、コロナで途切れてしまった活

動も少しずつ再開されている状況が紹介されました。その後の研修では、多くのご家庭が頭を悩ませる「子どもの𠮟り方」について岡野アド
バイザーによるグループワークが行われました。70名を超える参加者が集う中、テーマに沿ったディスカッションでは、どのグループも盛り

上がりを見せました。出席された先生方も、グループメンバーと一緒になって悩み共感し合い解決策を考える姿が印象的でした。

みんなの子育て広場 令和６年１月24日

研修会を振り返って 岡野敏郎

今回は、「子どもの心に響く叱り方」というテーマで研修会を実施しました。このテーマに迫るために、下記のような課題について考え、グループで話し合いました。

まず、これまでの経験からお子さんにどんな話をするかを出し合ってもらいました。皆さんからは、「何時までゲームをやるのかな？」「宿題は大丈夫かな？」などの子どもに考

えさせる話し方が出されました。また一方では「いつまでやっているの。」「やるべきことをやりなさい。」など強い口調の言い方をするという話もありました。次に、出された話

し方を踏まえ、どんなことに気をつけたり、直したりすると心に響く話し方になるかを考えました。皆さんからは、子どもの気持ちに共感した話し方が大切、子ども自身が考え

行動できるようにすることも必要など、多くの意見が出され活発な話し合いをすることができました。話し合いの後に、私から心に響く話し方として次の５つを提案しました。

以上、５つの提案をしましたが、いつもうまくいく

わけではありません。１０回話してみて３～４回うま

くいけばよいと考えてみてはどうでしょうか。今後

も、子どものよりよい成長を願い、心に響くよう

な会話ができるよう努力していきたいものです。

最後になりましたが、ご多用の中を保護者の皆

様方をはじめ、学校関係者の方に多数ご参加い

ただき、感謝いたします。ありがとうございました。

課題「A君の困った生活」

　小学校４年生のA君は、学校から帰ってくるとタブレット（スマホ、パソコン）をすぐに使い始めます。目的はゲームをしたり、You  Tubeを観たりすることです。

宿題や明日の準備などやるべきことが後回しになるため、寝る時間が遅くなりがちです。あなたならA君にどのように話しますか。

①子どもの近くに行く

②子どもと同じ目線にする（しゃがむ、座るなど）

③ゲーム機、タブレット、スマホなどのスイッチはオフにする

場の設定をする（集中して話ができる場を整える）

「家に帰ったら、好きなことしたいよね。」など

子どもの気持ちに寄り添う（子どもの気持ちになって話す）

別の行動を提案し、保護者の正直な思いを伝える

「お母さん・お父さんの話を最後まで聞いてくれて嬉しかったよ。」など

・取り組みの過程を認めることが大切

話を聞いてくれたことを褒める

①宿題のお手伝い（丸つけ、国語の音読を聞く、など）

②子どもの近くで読書

＊時間に余裕があれば、ぜひ一緒に行動してみましょう。

子どもと一緒に行動してみる

①別の行動の提案

「宿題や明日の準備をしてからゲームをしてはどうかな？」

②保護者の正直な気持ちを伝える

「やるべきことをやってなら、お母さん（お父さん）は安心なんだ」


